なかもずエリアがめざす　イノベーション創出拠点の形成

１．なかもずエリアのロケーションと取組の目的
なかもずエリアは、OsakaMetro御堂筋線の始発駅であるなかもず駅や南海電気鉄道こうや線及び泉北高速鉄道のなかもず駅を含めた3路線を有する交通結節点であり、新大阪や梅田、なんば等大阪都心部へのアクセス性に優れたエリアです。また、大阪公立大学のなかもずキャンパスやエスキューブ、堺商工会議所、堺市産業振興センターといった産業振興・支援機関が集積するビジネスに適したロケーションです。堺市では大阪公立大学なかもずキャンパスの再編を契機とし、産学官が連携してなかもずエリアを“イノベーション創出拠点”として発展させるため、ソフト・ハードの両輪で取組を進めています。

２．取組の紹介
【なかもず駅前の活性化（駅前広場の再編）】
なかもずエリアで進めるイノベーション創出の取組と相乗効果を発揮した都市拠点にふさわしい駅前空間の創出に向けて、交通結節点機能や都市の拠点機能、玄関口としてのシンボル機能を強化するため、民間施設整備（令和6年度事業者公募予定）と併せた公民連携による駅前広場再編の検討を進めています。

【イノベーション交流・きょうそう拠点「コミュニティ―ルーム茶室」の開設】
起業家、スタートアップ、社会課題解決に取り組むかた、学生等やその支援者が集まり、交流・きょうそうにより、地域に新しい価値をもたらすイノベーション創出を目的として、さかい新事業創造センター（エスキューブ）に交流拠点茶室を開設し、様々な交流を生む取組を実施しています。
・利用時間　・　月曜日から金曜日　10:00から19:00
・休業び　・　土曜日、日曜日、祝日、年末年始
また、その他、オフィス整備や賃料の補助、税の軽減制度などの取組も実施しています。

【NAKAMOZUイノベーションコア創出コンソーシアム（通称：ニック）】
（会員：大阪公立大学、各産業振興・支援機関、民間企業12社、堺市）
イノベーション創出のリーディングエリアとして発展するための産学官連携プラットフォームとして令和3年2月に設立しました。
　これまで、会員での意見交換により、ロードマップや北部エリアの土地活用の方向性などの公表をはじめ、連携の強化や土地活用の機運醸成に繋がる様々な取組を実施しています。
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